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工R等腎に姓用されろ丘媒襲.ま色々あるけJtとtj,芸

斉甥口三で.1省Rが多 く一時7ゾ化舟が肋 ､らLtl=粗度

でも7..常況は爪ftとして水mな使用する｡黙し姻

I(.三国内水の所平丑の約-33JL生蔽するJiけて.確 り

に主部均人に慣っている｡一万火発に凪ItlさLLも水銀

に兇玉東tBtで鮫FflさtLる太良tの約 L81+_,占め てい

るの二,苛政七使用しか ･工爽雷管J)･出来tt.と.紬

o虫洗面.二五はナ影等,三包めて大である.現在魚用雷

trの包脈 として任用 さTLている宵R含有のqLu 扮

.三.3:P.ニトリy久一tL*L主Jm cする無銭捷鞍･こ移

J'つつ.tIろ.工井守廿に即 ><Ltる丘は発の中て.照

I,}_''m lLたいもの亡しては.アジ化折かある.f九と

ち.ア′ノミュウムせCP_,鑑尉するため,ノ7ン瓦瀬や

拭3-?多い賦 て 三引火の監Faがあるのて任用出菜た

い.拭 1項 で現在封逝しているエjt℡廿のZm .三.

nJ)＼lJ(fT/ チエtt, ブコL/-〟)とニト

F'で./ニサトであるd･.エトロ7ソニケトは致円とし

て.三好封に乏しい上市投資全性が好いので,DD-T( P

1_'軸仕発とした=粛思智に放 て暇 を行った.DD

トP は好科こして E-タyソ威せ雌用するため,抹常

かEH円でもrlbr基に和らIt且基避難も安い｡榊典故の括

弧 こよれは.flT火に此傑して珊 感度dL鈍感て柁蟹上

11PJである計 りでなく,対湿性がa#lt.ているなとの炎

所を始っている｡また丘はカも従来の常州 粉とFiZl等

以上であるから,牒 並に実況等の/1な会せ考えて.

祁完工玉郡 の在は兼は官用 粉を中止 して■DD

NP に遭かに変 えるのか至当と且わtLる.

2 1)D.L汁P.の製造

I).I)..TLPt土,.EpDlrtltrOLXrLZ亡n12-dLA=0-1dnd亡

また.上 DIAZOdln'lrOpheno】て,JL初 GrleSS氏か

Lq:七年ヒタラ!-/辰のiFif.恥 嵐 こ貞節居丈柄I_,作用さ

せて(位した.現も ミ次式がL示す如くL:'タ1J/蘇+_,it

ノLL･=tl'タクミン畷1_,作り.こIl.を /T/化してD

urtP セ3332rTる｡
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igち二 兎Y,ケ1トを頼った円良好のIとE22,:冒JLの

().二水的 L/を入LL.鮎 は勺1弐咽 の達文てZt拝し

たカ'･らビクリ/最 ～tEこ苛性 ノ-1の<三T.･'だ･波 こL･Lg

jz加えろ.次に7}' ケ ト内に蔑見を遠LT:,荘是を

約 55'Cに持ちつつ.Etlヒソーダの=ムT.Tj読 Il_,約

3C分かけて譲下する｡官にt:'クリソ応 33kJZを徐十に

加えた臥 )}ヤケフト内Lこ冷水を通したカ●ら丘辞しつ

つ常温温まて冷却す る｡化成暑きL基で 】El.二約 7kg

のビタラミ/桁 ソーダが生成 される.ビタラミ/熊 ソ

ー〆な栂誠と分催した技,Tルカリ性カなくたるまで

充分t=託滋する｡

別の=取y,ケ'Tトセ持った化成拶■二,5ク.'の姓

最 73L及び湿ヒクラーノ蕨 ノーダdkgセ仕込入,リ

ヤケ･Jlに冷水/_/通す.溶液i/賛辞したがらIetiの亜

弟巌 ソー〆RiialCIセ約 3時PL.1かカって徐々に泣入す

ち.このW t:成温故.エ23ccを超えないik.こする｡注

入後約3t.分Ⅶ汝坪を放けるこr)I)HIPがL雌 する｡

汰宮坂を&透し,最箆が･'なくなる皇て水{･充分 こ洗放

する.

民兵のl)DトPを虚ア七トソ済i安に弐手筋雄.多JL

の氷太1_,加えLtは,尤ZFある策fElt=の椅罰=-ZtJ=L)D
:]P b'.無定形扮.k状で得られろ｡ 王たこt芦へ/七
/また.三TJ･_tソ柄液にDL)トPを1胃蝶段,牧丘の
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])DIW を9E用Ll=エ宇宙t 199
ユ-ナ'･+_/ZGえ'=も再話JZlすZ,zIF･できる.

川7)･T):tTp の虎称 rrJ性 ′-タで也現 Tる,

諌3細 括ったL)DN'Pはzk糊 する,

5 J).D.N.P.の牲月

D∩XLP z三爽い ､葉色乃至鳩色の針状持B.{塊.二

なり易,･｡V Cl且rk氏･=上九に.DD..T(P.の如

¶は 2=-C で 】163であるカ㍉ 仮比TEIL蛎めて小さく

0=7てある,239kg⊂mZのZf力で DDX'P1_/℡tF

体内にEE付すると,栄樹 は 086 とたる｡エ相可

やに文JjIする齢 は路々この伸度てある､浴抑 こ関す

る府IjF度一こ朗しては,常温てEと7七 tソ .出梅エチル.

エチル7'/･･フール及びどリチ/噂.二倍ポするが,石油

ニーナ′レ,=軟化順 等には称'(;である.ま,L_無敗鰍 こ

対して.上糾合･こ安定であるが,アルカ,)払糖若く書･JG

瓜のiL肺 で一三分解され,-J何向がもろ.I)DNP に

軌 t坪柴を与えると煙突を良すれ 附故状頂 の任 故

充･二代火すると禅に火焔を実年して放牧ナるだ.ナてあ

る｡燃し℡管内･=庄和したものはiF火事書炭火に二ウ冒

易▲こぼ覚を患す｡

DD･トP を,紅葉EZ光.こ掛 すると城 に急変十る
が一白光のiulをさけで貯斉したし!_もの一三七ケ月を
組 しても変色する事〉+_ない 他 T:.三水中に町嘗し

てLEf守を起す事はたく,また8号Tt卜:JZ煙しても

煙突..Ji:らない｡

r)r);<Pの頒先取鐘は748calJS,即ち15占k血Lmol

て分方式.三次の如し.

C.LI,N.0丘→JCO+2C+HzO÷2rl,

金JK触 研1_,Gu71してDDNPがをiLEF.ニ及て発火

するi2'の持時rinを朝廷して見ると次の如し｡

tA 推 (oC) Z柑 200 Z叩 185 )aC)

時 EJl (抄) O･5 LO 25 5.0 10.0

175.C では分解な起して媒乃しなくなる.即ちDD

h7p fり発火点l土管訳上りは低いれ テトラと-/.日

はホト.また DD:IPの東大不莞火屯汝.まU.:与A,

点小党全党火可決は.0.33̂ である｡
Dr)N'P が℡乱 7}化鞘 の攻用丘埋葬と比伐

して&-牢や鼎 5にDgして非常に紙 である事.ミーつの

大きlL特鞍である.栄転生山EHl.bbJJ溺(宥雑 用

を'附 して 500名の話哲を話下して求めた不拝dJ三次

の血く

左胸 ND字 Hg(CND)∫ I,bN.三三て
不ilh (cm) 22.5 17.5 I5.0 20.0
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DD:ヾP j丑も範名である｡今内作 ll.emFn.古き

bEmm,群雄0.1mmの加 重に竜Ij十,9.7 -A/

F(3ン一･こノ,yl)を ltGzrLg入tL.その と.=血は

珊 2cmJEを粂せ･空 こ*'タ.7 サ-/ドH)mg

を入れて洗托盃とする.

=二号･〇gの帯錘を謬下 させて完はa並びに不BI.-1_,

深めると･ねこ示す如くDDI'P こうの在はかこ比

較してS壬恵である｡

丘JJ一天 Pbht･ .班 .(cThgO,三 豊霊 三./'

雫 'mf ol9 2eO llO 120 555
諾 デ C･1 1̀ 0.- 08 5

この米枚は珊争柵 と聯墳拭放とな難ねたものであ,3

から17/化カがtBtも鎖感に出たものと瓜わhも｡以

上の沌 持ALが･茄す如くDDm '軸;AI三鈍感である

け九とも･租諮倍加Dlを蜘 すると非常に現法となる

のてDDITW と並栗魚加里との況合わをエ溝田廿の

虫 捷 糞として使用して--_ならないp

DD;W .のは力･こ即しては▲Chrk氏か魯tiむJi

毛 〇･icを3･1COlbsJ e}B:勺て るや雷管件的.こ庄汚

し砂穴熊を行った緒丸 次.こ京十如く怒彬 t.三,

DD二＼P が苛しく大きく怪力の掛 ･事が分ってい

る,

DDI1-P Hg(C:10). Pbyl.
Et枠汐土 (Jl) 362 170

今 =玉号音内にナ = ル05g+_,圧搾しその1.こ51

庄起m u-,内管と共tニ 100k#eTntの圧力で正対LJt

小丘経土を決めた｡その枯黙,

Hg(CINO),DDNP PbN.

兼小宅trJt(x) o】占5 0075 .CL3

DDドI日 工官兼の '/.で充分である恥 ･L分る｡以

上の鈷魚から･T)D･Tl'p は億の丘埠紫に比接し-⊂絹

めて鈍感であり.且出様力b大 きい事が朗らかてあ

ち,

4 D･O.NP.雷管の製造

大信串で･まn0X'P ll金塊と反正を超す事が.ILト

のて 額刃のT管紐 に内管オ頓用出来 る, PFち5

号甘腎臓 こ先づナ ト')ル〇･<5gを2回1二分.十て毎回

lCK)kt絹 の圧力'=･JftJする｡その上.こ往宗の胃戎唖

忍のrtり･こDDIY(P を内管と美.こLE!3ナLl.こ.D

D･･N'p T骨が完成さ九る.

1ZE議の書棚 では書架と生弧 を混合するた

め温和近位書の作東をm としたけILとも,こ4)格台



には DDNPEtLF鞍であるから,r)[)NP セ詞愁す

る顔0.2-0.如1mの大きさの持.hな泳動する様に十rL

は.脱髄 噂の危険な作jni全く不要となる｡即ち

男愁作Rか安全となる｡水苔されているt)I)二1Pは

防水焦乾燥を行 う.工兵丁菅に使用書Ltる DD.ド㍗

は合判水分C1ク;'Jll-のものでなけ11.だlLらたい｡こ

O条件を沸すためにはD工)HIPI_/500C.<･8時f肌以

上.eC0Cで5時帆以上定雄しな.ナJtはTrちない｡

乾鴨の終ったr)r)NPは甘栗1泰物と同様に各拭話力~
作表を行 う｡

r)DNP は卿 よりも珊 し易1,.の<･,払拭茄分

損'ミ充分に距地 fる必顎がある,

工兵℡℡に DDNT'なB;持した墳合滋,9t比Ttiが

C･さ以T では DD.NPか外乱 ここはLl搭ちる心配が.

あるので,充分に庄押して乾!見比領が0.7以上になる

威.こしたけILLどならない｡工兵官筒 】簡当り8Okg以

上の圧力で庄崩す九はDr)ドP の波を1比7EはG7以

上となる.

馬lこ報瞥した如くテ トリル.こ対する農小Zi:標鮮虎r_

Dl)Nr'0.C75g .{あるから,工兵百官として放用

する構台には DDN㍗oZg以上あれは充分である｡

Dr):iP IltF̂ く胸 と全く同一力敦で計丘庄和を行

い,工R甲骨を封をする.DD二1P の均一た轄品か

得られ九は鮒丘訊塾は非称 =小さくなる｡

完放したDD.LNPql管の包貰万軌 ま従夷:の二重田

野と全く同一である

5. tlDNP 官軍の性能

DDINl'田管は.従来の頼朝雷管体に添滋賀0.JLS

gと包勝 (DDNTlン)セB;舛したものであるから,

エ東田肝としての長さ並ひに掛ミ従来と全く同一であ

る｡今 ○砂田菅に例女とつ.(考えると狐 は 2Onlm

てあるから管口迄の_qB は 15mm とな り.甫火操を

IRlflして死はさせる事が出尖る｡即ちDD;ヾP馬甘

は箆架のエ井田管と全く同一性用法である｡ 次にD

I)HIP 百倍が杜誠の二乗雷管と比駿し,性蝕の勝れ

ているF'iセ報昏する｡

(a) 安 全 性

火繋yLのゆで一帯BE感ならのIi起蛭群である｡絶つ

てこの丘継 を淡Lj(してある=菜所管は鋭慈であるか

ら,耽tli上質全である恥 ナ鼓も初更な性双である｡安

全性を比較する方d三としては色々あるけ九とも,佃榊

に比較試於を行 目こめにEgllに京ナ如き指Bf感度紬

淡l訟な蚊川し1=.即ち厚昧約 1ぐmのFl_い繍如上に桝

i許したT燕田野の瓜は郡の共中に砿搾1Jnmの簸体を

し.･ = ･
J* *

_千 __ - 千

せ ト

鞍せ,その上に各高言から 5kgの五重を箔下させ工

燕雷管が用発するか否かセ掟放して讃 Iの成抗を得

1二｡
蓑 1措迷惑庶政Ji成段

落 高 従 来 の 雷 管 DDNP p管

40CTn
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表中分母は相 同歎分子は浬発孜を示す｡然し

DD!TJP 雷管の爆発は衝軽による場合何LLも



柑た｡表中分砂 上柵 阿れ 分子は完法政を京す｡rB5

焚火紬 .こは功二脚 火映を併用した｡

即ちDDNP 甘廿は従韻Q)=諸相 に比托して耐

羅陛随はtiめて脚 {･ある,

尚DDべP甘肝を-賢帝即永中にiI静枝.水を充

分.二g;り切って革火投で発火柵 を行え E.皇救荒捷

する.即ちDDNPgl腎は封水性鋸を持ったロ腎{･

ある｡しかるにエRTr菅と併用されるi#火根は応t水性

俺が勧 鳩 めて不Jlで,水】先発敵における不発並びに

半糧の原因は,JF火線の不良■ニ基くものが大取分であ

る｡故に肘水性に凋しては着火級の酔狂)'･最大の急凍

て,tも.

(C) 起 爆 力

=J!百官はダイナマイ ト声をその間有の似 て荒淫

させる事が･必喝である,従って起漣カの強力lr工森田

骨軽有利である｡二男附 の短横力を酔 ｢る力法と

して′-イ ドの鈍性,J兼恥 を托用した｡即ちTド

1 70% とタルク市来 30ガ をiE合しB;托した折辞軽

性掛 の成形兼を地温上にIRせて,これを榔 野で

爆発させ舟板の凹みの砿樫,主賓さ.及び百控を実刺し

て,讃3の放Pセ柑た｡ この成掛 77:.'十如 く,DD

NP℡℡1ま従来の工芸市菅に比較して.正作.頂き,

及び暑疎何れにおい{も大きなLLLを京し,且つ裁縫の

比率において約 2桝の増加7Lf元している.=兼雷管の

釈放法として行われて1.1る釘Pt扱並に労坂拭後事こ知 ､

ても.DD:1㍗ gl℡lt従菜の工aZ℡腎に比押して等

ill_成課を,i,している.

我3 起LI升昧h成捷
但栃 のtm, t従 来 の :･

儲管内にな畦難を庄拍して包接し.

Dr)Np 訂管

その悠遠を硝安

である251,I)DNP の場合淡舛比TL112(但し市来

と同一圧搾圧力)で 6.500msと約4fIの相加を読し

ている｡この隆速の藍が.工薬市野の包仏力の藍として

繋わll,たbd)と且わLl.ら,

官lこDDIT(P雷管を既帯官管として旺用し,従来

と全く同一方故で電文町 並に各荘漫兜毛先宮守を頭

数する事が拝1采も｡この場合火脚 は津朗されている

のでi個 性は当然充分にf早婚さhているが.その他に

資金放射 二転はカにbいて従来のものより勝れている

持故を/1守っている｡尚連発罷気甫℡にi'いて,肝丹野

としてDD;ヾP雷管を使用し場 合｡その延娩捗時

を瀦浸して見ると,従来のものより砂時 の.:ラツ千は

小さくなるti碑が雷めらLしろ｡現在 DDYP雷管七

位mした連発屯京町管は埠日吉ttているh',好成税を

収めている｡

6 結 構

(I) ピタリL/最を還元してヒタラミノ最･-f作り,

これをjT･/化すTt.まDD:＼PのEB瓜が縛りれる｡

(2) Dr)ヾ Pは菜い 双ゝ色乃至栂色の針状良品

で,発火I'･は 181DC である｡

(3) r)r)NP は訂双や7/化欄 の現用起熟

と比瞭して背しく鈍感であるg

(i) 鈍句の雷管体内にテ トリールを正次し,更lこ

DDべP を内管こ 共.こB=持すTLは,DD:ヾP 3r管

i)二相られる｡

(5) Dl)PtP 雷管は椴 と全く同一方法-I,…■

火頓により瑚 する串が杜快 る｡
(占) DDNP雷管は従来の=Rm と比較して

馨しく耗感である.即ち安全である｡

(7) DDLTP 常軌 三役尖の工顎節好と比較して

だ弐竪蛙槌がLt篭めて蛙芳てある.

(8) DDごヽP 雷管.三従来の工3%畔 より左様1)

カー大である｡

(9) T)D＼P 雷管セTP.村田 廿として勾通した各

尾花荻W･TPは良好な性能を元していろ｡

ThelilzlStitlh,CapPrlmCdwllhi)DⅣ.P.

bヽ･T llnlakl

Redu亡】n火 thepLCnCaCLdanddLaZOtLZIZ一g

thep■cramlCれCLd,wecanpre叩 1taは 46-

DLmtrObenzene-2-dlaz0-i-oxLde(I)DNド)

Tllebhst】TlgCJLP!prlmed,～.thDDドP Hlbted

oL rnercllry fulTTHnnLe tnlXlure lさ edned

DDNP BLASTtNGC叩 1heDDNP
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(1) h15moreSafetybccauscofl【Sk s
senSltLIChess

(2) ltLSlesshygroscoE)lC

(3) lthitsgreatlrLlLzatutgi)0､Ver

(TeLkokulくnk占hJnMFg Co,Ltd)




